
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologlcal 　 SOCIety 　 of 　 Japan

P106

名古屋 港で 観測され た 夏季海陸風 の ホ ドグ ラ フ の 鉛直分布
＊

永尾
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平 1
， 菊本雄紀 1，2

， 河合　慶 1，甲斐憲次 1，柴 田　隆 1，長 田和雄 1

　　　　　　　　　　　　（1：名 大院環境，2：舞鶴市役所）

1．はじめに

　名大理学部 3 年生の 実習として，名古屋港にお い て

測風気球 （以 ド，パ イ バ ル ）の追跡による風の 24 時

間観測を実施 し，風お よび ホ ドグラ フ の鉛直分布デ
ー

タ を得た，Sakazaki ＆ Fujiwara （2008）に よ る と

AMeDAS 地上風 の ホ ドグラ フ は伊勢湾東側 で 反時計

回 り （CCW ）回転 ， 西側 で時計回 り （CW ）回転を示

す，名古屋港はその 中間に位置し，ホ ドグラフ の 回転

方向、鉛直分布の特徴とフ ォ
ーシ ン グの解明を試み る．

低気圧からの発散高度によ り約 2DOOm 近 くと報告さ

れて お り，図 1 の 結果 と近い 高度で ある．

風の ホ ドグラ フ の 回転方向 ：図 2 上段に風速の 東西 ，

南北成分の各偏差 u
’

，v
’

の調和解析により得 られ た風

の ホ ドグ ラ フ の 回転方向を示す，回転方 向の判定は

Kusuda＆ Abe （1989）の 式を用い た。この 3年間で地

表付近 は CCW 回転で あ るが，鉛直分布 の 様子 は測定

した年 により異なり， 測定時の フ ォ
ー

シ ン グの 構造の

影響を受けて い る と考えられる．

ホ ドグラ フ 回転の フ ォ
ー

シ ン グ ：先行研究によると主

2．使用デ
ー
タ

　2010 年 7H17 日，2011年 7 月 16 日，2012 年 7

月 14 目 の 各正午か ら翌 口 の 正午ま で ，1 時間毎 に

2．5m ／s で 上昇するパ イバ ル （ヘ リウム充填）を 10秒

間隔で追跡し，鉛直方向 に 約 25m 間隔 の 風 の 鉛直分

布を得た ，解析に は，名古屋 地方気象台で観測して い

る ウイ ン ドプロ フ ァ イラの 風デー
タや中部地方の 13

地点 の気象官署の 海面気圧デー
タ J 愛知県 と 呪 重県 の

AMeDAS 地上風データも併せ て用い た．

3．結果と考察

海陸風 の 検出 ：図 1 に 2010年 7．月の 風速の 南北成分

の 日平均か らの偏差 ゾの 日変化を調和解析 した結果を

示す （445m か ら上はウイ ン ドプロ フ ァ イ ラの 風．各

高度 2m ／s ずつ 加算 して表示 ），1 目 目の 午後に 1000m

以下で南風 約 1600m 以上で 摺 虱が吹き ， 午前 3 時

以降は 750m 以下 で北風，1300m 以 Eで南風が吹い

てお り， それぞれ海風 とその 反流 陸風とそ の反流の

可能性がある．森 ら（1998）に よると，濃尾平野 の 海風

の 反流高度ば春季移動陸高気 圧 時で は 中部山岳の 熱的
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要なフ ォ
ーシ ン グは ロ ー

カル の気圧傾度力で ある，海

面気 モ傾度の 東西成分を飯田
一

四 日市 ， 南北成分を岐

阜一
伊良湖とした場合， 各高度の u

’

，
V と海面気圧差の

相関係数の鉛直分布が，ホ ドグラフ の回転方向の鉛直

分布 と類似して い る （図 2 下段）．海面気圧差 の 調和

解析か ら，そ の 回転 h
．
向を調べ た結果 ，

こ の 3年間は

い ずれ も CCW 回転で あっ た （表 1），また，13 地点

の 気象官署の 海面気圧デー
タの EOF 解析結果か ら〔非

表示），固有ベ ク トル分布 とそ の ス コ ア の 時間変化か ら

も気圧傾度ベ ク トル の 反時計回 りの 同転が確認された．

表 11 海面気 圧 差の 東西成分，南北成分 の 1 日周期成分

の 位相差 γ1，δ1 の sine とそ の Fl転 方向．

5血 （γ 一 δD 回転方向

2010 年 7 月 0．156 CCW

2011年 7 月 0．111 CCW

2012年 7 月 0．947 CCW
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図 2： （上段）ホ ドグラフ の 回転方向の 鉛直分布 （正 ：CCW 回転 負 ：CW 回転），

　　 （下段）海面気圧差 と風速の 偏差との 相関係数の 鉛直分布．

丶
ゴ

一 188一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


